
だいにし ゅ れ

以外のもので，受託前の荷物の誤発送・有賃扱とすベき荷物を

無託銀としたもの， 荷物を鮫んだ専問を~耶として発送したも

の ， ~ヰZを荷物般車として発送したもの，代金引換の取扱をし

ない着駅へその扱をしたもの， 軌道負担力 ・ 配達区域など取扱

に制限のある駅または連絡運輸をしない連絡社線の駅あてに，

その制限をおかして荷物を受託したものなど取扱方を誤ったも

の。(時谷忠雄)

だいにし ゅ れん どう き 第 2 種連動後 (英) bolL lock 第

2fill機械連íllh~主置における信号機と転鰍(てんてつ)穏との辿鎖

関係を，転轍骨*のそばで行うものである。その主要な部分は信

号かん ・ 転鰍かん ・ 箱および必要に応じてドッグがある。

1 甲号迎動機 信号機と転鰍骨"とのiili鎖に月3 いる。

(1) 甲 1 号迎 íllh犠 1 他1 の転徽総とlj，聞の信号機との述鎖に

用いる。箱内で転微かんと信号かんが直交して納められ，転轍

かんは接続かんで転轍総に

接続され，信号かんは一方

は信号 リバーに， 他方は信

号般の重錘(すい)かんにワ

イヤで接続される。転搬出足

および信号滋がともに定位

のときは， それぞれの切欠

は互に向き合っている。信

号かんは転轍かんの切欠を

とお っ てのみ却j き i単に転

鰍かんは信号かんの切欠を

とおらなければ動かせなし 、。

1 巾 1 号述卸~ I葺

:五語記
安至当

fF与「
そしていずれか一方が卸~~、たときは他方は動かせない(図ー1) 。

(2) 甲 2 号連動機 1 個の転轍総と 21聞の信号般との述鎖に

用いる。 211自の信号かんが並列して転鰍かんに直交しており ，

転鰍かんに 2 伯1の切欠がある。

ア 甲 2 号A 転鰍球が定位のときに， 2 j闘の信号かんはい

ずれか 1 つを任意に動かすことができ，その l つを!Ii))かすと転

轍かんは動かすことはできない。 ;1去轍総が反位のときは 211Mの

信号かんは定位に鎖錠される。

イ 甲 2 号 B 211聞の信号かんのうち 1 つは転鰍球が定位の

とき，他の 1 つは反位のと き動かすこと ができるものである。

(3) 甲 3 号迎動機 H閤の転鰍w.tと 3 簡の信号般との述鋲に

用いる。 31聞の信号かんが並列して転轍かんに直交しており，

転轍かんに 3 簡の切欠がある。甲 2 号のものと同じようにA と

B がある。

2 乙号連動機 主信号機と遠方信号 館量との述鎖， および主

信号践と転鰍掠ーとの連鎖に用いるもので，遠方信号揺告が双線式

の場合はP型， 単線式の場合は S 型を用いる。

(1) P 乙 l 号連動機 途方信号機と 1 簡の主信号機に専用す

るもので ， 主信号畿の信号かん(以 F主信号かんという)と転鰍

かんとの関係は甲 1 号の場合と問機である。途方信号般の信号

かん(以下途方信号かんという)は平岡的に 2 本ならべてあり ，

転鰍かんとは無関係である。主信号かんと遠方信号かんとの聞

にドッ グがそう入してあり 2. P乙 l 号巡動様

主信号かんを先に引 くこと H鴨川州問哨岨他

によって，その側面にある

窓がド y グの位置に来る。

そして遠方信号かんを引く

と，その 2 本が接している

斜而にそって怖が広がり ，

ド ッグを抑してその先端を
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主信号かんの窓に入れる (図 2)。主信号かんを 5 \かずに遠方信

号かんを引くと，主信号かんの側面につかえてしまうから， 途

方信号かんは広がらず引くことはできない。

(2) P 乙 2 号連動機遠方信号機 と 2 f聞の主信号織に共用す

るもので，遠方信号かんの両側に主信号かんがあり ， それぞれ

ドッ グが遠方信号かんと接している。 P 乙 l 号と同様の動作を

する 。

(3) P 乙 3 号連動揺量 遠方信号機と 3 個の主信号機に共用す

るもので， スイ Yグドッ グが右端のピ γを中心と して少し回転

する。凶ー3 において途方信 3. P乙 3 号迎動慢

号かん l が引けるためには，

ドッグ(イ)(ロ)付が抑出されな

ければな ら ない。 主信号か

ん 4 を反{立にして l を引け

ば(イ)(ロ)はスイングドッグ①

②を介して付を 4 の慾に差

込むから 4 を反位に鎖錠で

4 

3 

z 

きる。 3 または 2 を反位にする場合も問機である。

(4) 8 乙 l 号 . 8 乙 2 号 . 8 乙 3 号辿動緩 いずれも P型の

各号と同じ目的に使用されるものである。遠方信号機が単線式

のものであるから， 遠方信号かんがP型! と奥なるだけである。

3 丙号迎動機 21聞の信号 機相互の連鎖および転鰍総との

述鎖に使用される。 2 j聞の信号かんの間にあるドッグは一方の

信号かんを引けば， 他の信号かんの窓にそう入して， その信号

かんを鎖錠する。転鰍器とも同時に関連させる場合は甲号連1ft))

織と同織の方法による。

4 戊(ぽ)号連動峻 (1) P型戊号迎動揺華 甲 1 号 と P型乙

号を組合わせたものである。 (2) 8 型戊号iili動機 甲 l 号と S

型乙号を組合わせたものである。

5 8P 型甲 l 号第 2 極連動機 発条転徽織を設けた転轍iFZ

と場内信号 機との連鎖に用いる。信号かんの復帰不十分による

IIi放を防止するために， 申 1 号を改良 した も のである。箱内に

信号かんの不もどり点検周のつめと ， 転轍緑の密着点検用のつ

めがあり ， 信号かんにラ ックと窓， 転轍かんに青年を設けたもの

である。

6 高架型第 2 !ill連動機 積雪地方では転轍穏と平雨的に置

いた連動機では， 冬季積雪のため保守に不便なので， 連動箱を

支柱によ っ て地上より高くしたものである。 連動箱は立形， 転

鰍かんは垂直で， 鉄管で下部の直角ク ラ ン ク に接続したもので

ある。(間口正平)

だいにしゅれんど う そ う ち 第 2 種連動装置 停車場で列車

の行進いや待避をする本線路に対しては常置信号線を設け， 本

線分岐の転鰍(てんてつ)総と述!lfhの装置を設けて列車を安全に

発着させ，また鱗内作業を安全にするため入換標識， そのほか

必要に応じ箆々の保安の装置を設ける。一般に小規僚の停車場

では ， 1n正鰍探をその場で取扱い ， 信号機のてこは駅舎の近傍ま

たは信号扱所に設け， 信号織と転轍探 と の述鎖は ， 機械信号機

のと きは転鰍器に取付けた第 2 種連動憾で， 電気信号僚のとき

は電気鎖錠(じよう)総で行うようにした設備が第 2 極述動装置

である。

第 2 !ill述動装置は iili鎖の方法によって 3 種に分れ， また信号

機を軌道回路によって制御する方式によって甲 ・ 乙 ・ 丙の 3 極

に区別される。これを表示するとつぎのようになる。

{繊械乙または丙

第 2 極辺lllih装置 ( 電気 申 ・ 乙または丙

l継電 甲 ・ 乙または丙
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